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２
０
２
３
年
度
か
ら
２７
年
度

ま
で
の
５
年
間
を
対
象
と
し
た

Ｓ
Ｉ
Ｐ
第
３
期
課
題
ủ
ス
マ
ồ

ト
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
の
構
築
Ứ
は
ỏ
デ
ジ
タ

ル
デ
ồ
タ
に
よ
り
設
計
か
ら
施

工
点
検
補
修
ま
で
一
体
的
な
管

理
を
行
い
ỏ
持
続
可
能
で
魅
力

あ
る
国
土
都
市
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
も
の
Ốủ
未
来
の
建
設
技

術
Ứỏủ
未
来
の
イ
ン
フ
ラ
Ứỏ

ủ
未
来
の
ま
ち
Ứ
を
テ
ồ
マ
と

し
た
５
課
題
に
１
３
７
研
究
機

関
か
ら
延
べ
１
０
３
１
人
の
研

究
者
が
参
加
し
て
い
る
ớ
２６
年

５
月
時
点
ỜỐ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
ỏ
若
手
技

内
閣
府
と
土
木
研
究
所
は
７
月
３１
日
ỏ
東
京
・
千
代
田
区
の
秋
葉
原
コ
ン
ベ
ン
シ
ἀ
ン
ホ
ồ
ル

で
ủ
Ｓ
Ｉ
Ｐ
第
３
期
課
題
ứ
ス
マ
ồ
ト
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
Ừ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
２
０
２
６
Ứ
を
開
催
し
た
Ố
テ
ồ
マ
は
ủ
未
来
を
カ
タ
チ
に
す
る
実
装
戦
略
Ỗ
現
場
で
使
え

る
新
技
術
Ỗ
ỨỐ
研
究
者
や
自
治
体
ỏ
施
工
会
社
ỏ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
イ
ン
フ
ラ
関
係
者
が

ハ
イ
ブ
リ
ỽ
ド
に
よ
り
１
０
０
０
人
超
が
参
加
し
ỏ
新
技
術
を
社
会
に
実
装
さ
せ
る
重
要
性
を

共
有
し
た
Ố

新
技
術
の
ἔ
社
会
実
装
ἕ
目
指
し
約
１
０
０
０
人
参
加

ジ
で
登
場
し
ủ
技
術
の
ゴ
ồ
ル

は
ỏ
現
場
で
使
わ
れ
る
こ
と
Ứ

と
開
会
挨
拶
Ố
続
い
て
プ
ロ
グ

ラ
ム
デ
ỹ
レ
ク
タ
ồ
の
久
田
真

東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科

イ
ン
フ
ラ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

究
セ
ン
タ
ồ
長
が
挨
拶
し
ỏ

ủ
日
本
政
府
が
提
唱
す
る
Ｓ
ｏ

ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
ớ
人
間

中
心
の
超
ス
マ
ồ
ト
社
会
Ờ
を

術
者
に
よ
る
ワ
ồ
ク
シ
ἀ
ỽ
プ

や
グ
リ
ồ
ン
イ
ン
フ
ラ
を
テ
ồ

マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ồ
ỏ
パ
ネ
ル

デ
ỹ
ス
カ
ỽ
シ
ἀ
ン
を
皮
切
り

に
ỏ
土
木
研
究
所
の
藤
田
光
一

理
事
長
が
ガ
ỽ
ツ
ポ
ồ
ズ
で
開

会
宣
言
Ố
内
閣
府
の
南
部
智
一

政
策
参
与
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
統
括

チ
ồ
ム
長
が
ビ
デ
オ
メ
ỽ
セ
ồ

化
・
ル
ồ
ル
形
成
ỏ
Ｄ
Ｘ
ỏ
グ

リ
ồ
ン
イ
ン
フ
ラ
な
ど
ỏ
幅
広

い
テ
ồ
マ
に
つ
い
て
ỏ
観
客
と

共
に
新
技
術
の
ủ
社
会
実
装
Ứ

に
向
け
た
具
体
策
を
考
え
た
Ố

ま
た
ỏ
Ｓ
Ｉ
Ｐ
の
各
研
究
課

題
に
つ
い
て
は
ỏ
６７
項
目
の
ポ

ス
タ
ồ
セ
ỽ
シ
ἀ
ン
が
行
わ

れ
ỏ
研
究
者
と
観
客
が
直
接
会

話
し
ỏ
質
疑
応
答
で
き
る
有
意

義
な
時
間
も
Ố
首
都
高
速
道
路

と
長
岡
技
術
科
学
大
学
が
共
同

研
究
す
る
ỏ
軽
く
錆
び
な
い
新

素
材
ủ
バ
サ
ル
ト
Ｆ
Ｒ
Ｐ
ロ
ỽ

ド
を
用
い
た
コ
ン
ク
リ
ồ
ト
構

造
物
の
高
耐
久
化
と
性
能
評
価

手
法
の
開
発
Ứ
な
ど
ỏ
活
用
事

例
が
目
に
見
え
る
コ
ồ
ナ
ồ
が

賑
わ
い
を
見
せ
た
Ố

注
目
を
集
め
た
の
が
ỏ
２
会

場
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
た
パ
ネ

ル
デ
ỹ
ス
カ
ỽ
シ
ἀ
ン
だ
Ố

ホ
ồ
ル
で
は
ủ
制
度
で
動
く
！

イ
ン
フ
ラ
技
術
の
最
前
線
Ỗ
国

で
の
制
度
化
に
よ
る
社
会
実
装

Ỗ
Ứỏ５
階
会
場
で
はủ
現
場
を

変
え
る
！
新
技
術
導
入
の
ス
ス

メ
Ỗ
地
方
自
治
体
に
お
け
る
新

技
術
の
社
会
実
装
Ứ
を
テ
ồ
マ

に
議
論
Ố
単
に
優
れ
た
技
術
を

開
発
す
る
だ
け
で
は
社
会
実
装

迎
え
る
ま
で
に
ỏ
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
問
題
を
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
Ứ
と
強
調
し
た
Ố

こ
の
日
ỏ
延
べ
７
時
間
半
に

及
ん
だ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
ỏ

約
１
５
０
人
の
研
究
者
が
ワ
ồ

ク
シ
ἀ
ỽ
プ
や
パ
ネ
ル
展
示
ỏ

講
演
ỏ
ポ
ス
タ
ồ
セ
ỽ
シ
ἀ
ン

な
ど
に
参
加
Ố
維
持
管
理
ỏ
自

動
施
工
ỏ
制
度
整
備
ỏ
標
準
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人
の
つ
な
が
り
や
制
度

標
準
化
な
ど
課
題
共
有

６７項目に及ぶポスターセッション

若手技術者によるワークショップ

ポスターセッションの首都高ブース
では新素材の軽さに驚く人が続出

に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
を
踏
ま

え
ỏủ
な
ぜ
技
術
が
社
会
実
装

さ
れ
る
の
か
Ứỏủ
制
度
や
標
準

化
が
実
装
の
拡
大
に
ど
う
関
係

す
る
の
か
Ứ
と
い
ỳ
た
観
点
か

ら
ỏ
国
の
施
策
ỏ
制
度
化
ỏ
標

準
化
ỏ
地
域
で
の
現
場
運
用
ỏ

人
材
育
成
を
横
断
し
て
意
見
を

交
換
Ố

パ
ネ
ル
デ
ỹ
ス
カ
ỽ
シ
ἀ
ン

を
見
守
ỳ
た
研
究
者
か
ら
は

ủ
Ｓ
Ⅰ
Ｐ
の
点
検
に
よ
り
費
用

が
３
５
０
０
万
円
浮
い
た
と
い

う
話
も
あ
ỳ
た
Ố
社
会
実
装
へ

の
や
る
気
を
起
こ
す
よ
う
な
好

事
例
を
世
の
中
に
発
信
す
る
こ

と
が
大
事
Ứỏủ
技
術
の
翻
訳
家

と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
土
木

家
を
育
て
る
こ
と
が
重
要
Ứỏ

ủ
人
の
ネ
ỽ
ト
ワ
ồ
ク
が
大

事
ỏ
良
い
ネ
ỽ
ト
ワ
ồ
ク
を
つ

く
る
必
要
性
を
感
じ
た
Ứ
と

い
ỳ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
た
Ố

閉
会
挨
拶
で
は
ỏ
内
閣
府
プ

ロ
グ
ラ
ム
統
括
チ
ồ
ム
の
栗
野

盛
光
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学

部
教
授
が
ỏ公
共
財
で
あ
る
イ

ン
フ
ラ
の
制
度
化
の
重
要
性

や
ỏ
社
会
実
装
に
お
い
て
ỏ
Ｓ

Ⅰ
Ｐ
で
整
備
し
た
技
術
・
制

度
・
事
業
・
社
会
受
容
性
・
人

材
の
５
つ
視
点
の
活
用
を
呼
び

か
け
ỏ
参
加
者
の
活
躍
と
Ｓ
Ⅰ

Ｐ
全
体
の
発
展
を
祈
念
し
て
締

め
く
く
ỳ
た
Ố

２会場に分かれて行われたパネルディスカッション

目の見えない人に希望を
与える新技術で感動を呼
んだ浅川教授の基調講演

目
の
見
え
な
い
研
究
者
ỏ
浅

川
智
恵
子
氏
ớ
慶
應
義
塾
大
学

理
工
学
研
究
科
特
任
教
授
／
日

本
科
学
未
来
館
館
長
／
Ｉ
Ｂ
Ｍ

フ
ỻ
ロ
ồ
エ
メ
リ
タ
Ờ
に
よ
る

基
調
講
演
は
こ
の
日
ỏ
取
り
組

む
新
技
術
の
必
要
性
ỏ
わ
か
り

や
す
さ
ỏ
社
会
実
装
へ
の

期
待
が
一
体
と
な
り
大
き

な
感
動
を
呼
ん
だ
Ố

演
目
は
ủ
Ａ
Ｉ
ス
ồ
ツ
ケ
ồ

ス
の
研
究
開
発
と
社
会
実
装
へ

の
挑
戦
Ỗ
未
来
の
移
動
支
援
を

目
指
し
て
Ỗ
ỨỐ
旅
行
中
に
白

杖
と
ス
ồ
ツ
ケ
ồ
ス
を
同
時
に

持
て
ず
困
ỳ
た
体
験
か
ら
着
想

し
た
新
技
術
で
ỏ
セ
ン
サ
ồ
や

カ
メ
ラ
を
搭
載
し
た
ス
ồ
ツ

ケ
ồ
ス
が
周
囲
の
景
観
な
ど
も

紹
介
し
な
が
ら
行
き
た
い
場
所

に
誘
導
す
る
Ố
そ
の
開
発
経
緯

や
デ
モ
の
様
子
が
動
画
な
ど
で

紹
介
さ
れ
た
Ố

昨
年
の
関
西
万
博
で
は
目
の

見
え
な
い
人
た
ち
へ
の
デ
モ
も

行
わ
れ
ỏủ
こ
ん
な
に
早
く
歩

け
た
Ứỏủ
快
適
だ
Ứと
大
好
評
Ố

ủ
大
き
く
な
ỳ
た
ら
こ
の
ス
ồ

ツ
ケ
ồ
ス
と
一
緒
に
遠
く
へ
行

き
た
い
Ứ
と
話
す
小
学
生
の
子

供
も
い
た
Ố

ủ
関
西
万
博
で
は
会
場
内
を

大
屋
根
リ
ン
グ
も
含
め
て

く
ま
な
く
歩
け
た
Ứ
と
話

す
浅
川
教
授
Ố
Ａ
Ｉ
ス
ồ

ツ
ケ
ồ
ス
が
社
会
実
装
さ
れ
る

ἔ
そ
の
時
ἕ
に
向
け
て
ỏ
①
点

字
ブ
ロ
ỽ
ク
に
代
わ
る
平
坦
な

セ
ン
サ
ồ
付
き
道
路
は
で
き
な

い
か
ỏ
②
電
車
と
ホ
ồ
ム
の
隙

間
を
無
く
す
ア
イ
デ
ア
は
な
い

か
ỏ
③
使
う
人
や
も
の
に
よ
ỳ

て
形
を
変
え
る
エ
ス
カ
レ
ồ

タ
ồ
の
発
明
Ổ
に
つ
い
て
ỏ
道

路
行
政
関
係
者
に
要
請
す
る
一

幕
も
あ
ỳ
た
Ố

感
動
！
新
技
術

浅
川
智
恵
子
教
授
に
よ
る
基
調
講
演

内
閣
府
・
土
木
研
究
所

国家プロジェクト




